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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成24年８月９日に提出いたしました第79期第１四半期（自 平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の

訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部 【企業情報】

　第４ 【経理の状況】

     １ 【四半期連結財務諸表】

         【注記事項】

          （セグメント情報等）

　

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

第４【経理の状況】

１ 【四半期連結財務諸表】

　  【注記事項】

    (セグメント情報等)

　
（訂正前）

　
当第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額
四半期連結損益

計算書計上額日本 北米 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 21,5343,672 3,49628,703 － 28,703

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
30 － － 30 △30 －

計 21,5643,672 3,49628,733 △30 28,703

セグメント利益 3,468 174 37 3,680 △1 3,678

(注) １．セグメント利益の調整額△1百万円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．「連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間において、マルイチ・

クマ・スチール・チューブ・プライベート・リミテッドを連結の範囲に含めたため、アジア事業における資

産の金額が著しく増加しております。この結果、当該増加額を含めた第１四半期連結会計期間末のアジア事業

の資産残高は、18,643百万円（前連結会計年度末16,482百万円）であります。
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（訂正後）

　
当第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額
四半期連結損益

計算書計上額日本 北米 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 21,5343,672 3,49628,703 － 28,703

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
30 － － 30 △30 －

計 21,5643,672 3,49628,733 △30 28,703

セグメント利益 3,468 174 37 3,680 △1 3,678

(注) １．セグメント利益の調整額△1百万円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．「連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間において、マルイチ・

クマ・スチール・チューブ・プライベート・リミテッドを連結の範囲に含めたため、アジア事業における資

産の金額が著しく増加しております。この結果、当該増加額を含めた第１四半期連結会計期間末のアジア事業

の資産残高は、16,508百万円（前連結会計年度末14,271百万円）であります。
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